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佐

　

々

　

木

峻

目
　
次

一
は
じ
め
に

二
　
高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
に
於
け
る
、
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
－
特
に
、
今
昔
物
語
集
の
表
現
法
と
比
冊
し
て
ー

三
　
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
に
関
わ
る
、
格
助
詞
ノ
・
ガ
の
待
遇
機
能

四
　
お
わ
り
に
　
（
特
に
、
前
稿
と
の
関
連
に
つ
い
て
）

一
、
は
　
じ
　
め
　
に

標
題
の
、
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
と
は
、
一
般
に
は
、
「
比
況
」
の
術
語
を
以
っ
て
呼
ば
れ
る
、
「
如
シ
」
「
様
な
り
」
を
中
心
と
す
る
、

一
類
の
表
現
法
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

右
の
表
現
法
が
、
日
本
語
表
現
法
の
体
系
の
中
に
あ
っ
て
、
如
何
な
る
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
か
、
今
、
遽
か
に
は
述
べ
る
用
意
が
無
い

（1）

け
れ
ど
も
、
国
語
史
学
の
分
野
に
於
い
て
、
夙
に
注
目
さ
れ
き
た
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
如
く
で
あ
る
。

（2）

本
稿
は
、
前
稿
で
試
み
た
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
五
文
献
を
対
象
と
し
た
小
報
告
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

（3）

以
下
に
取
上
げ
る
高
山
寺
蔵
の
古
訓
点
資
料
は
、
左
の
、
三
点
計
十
三
巻
で
あ
る
。

0
　
論
語
　
清
原
本
巻
第
七
・
第
八
　
二
巻

高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
に
於
け
る
、
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

中
原
本
巻
第
四
・
第
八
　
二
巻

⇔
　
史
記
　
設
本
紀
・
周
本
紀
　
　
　
二
巻

臼
　
荘
子
　
甲
巻
　
巻
第
二
十
七
・
第
二
十
八
・
第
三
十
・
第
三
十
一
・
第
三
十
三
　
　
五
巻

乙
巻
　
巻
第
二
十
三
・
第
二
十
六
　
二
巻

尚
、
右
文
献
の
閲
覧
・
調
査
を
卸
快
諾
下
さ
れ
た
高
山
寺
当
局
、
ま
た
、
研
究
の
便
宜
及
び
種
々
御
指
導
を
賜
っ
た
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合

調
査
団
団
長
、
築
島
裕
先
生
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
代
表
者
、
小
林
芳
規
先
生
に
、
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
に
於
け
る
、
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
－
特
に
、
今
丑
易
語
集
の
表
現
法
と
比
照
し
て
－

高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
に
於
け
る
、
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
の
特
色
を
把
挺
す
る
た
め
に
、
今
昔
物
語
集
の
そ
れ
と
の
比
較
を
試
み
る
。

（4）

今
昔
物
語
集
は
、
大
部
な
文
献
で
あ
る
た
め
、
「
如
シ
」
「
様
な
り
」
の
用
法
・
様
態
は
極
め
て
多
彩
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
、
且
、
そ
の
前
半
部

は
訓
読
性
の
濃
い
文
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
前
半
部
に
「
如
シ
」
が
偏
在
し
て
い
る
点
等
か
ら
も
、
比
較
資
料
と
し
て
有
益
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
。

先
ず
、
連
体
形
の
用
法
に
つ
い
て
見
る
。

「
如
シ
」
の
連
体
形
「
如
キ
」
は
、

コ
ト

体
言
＋
ノ
如
キ
こ
と
（
論
語
・
中
原
本
八
1
0
4
）

体
言
＋
ガ
若
き
〔
者
（
モ
）
の
〕
に
は
（
荘
子
二
十
七
5
5
・
二
十
八
4
4
）

動
詞
連
体
形
＋
ガ
若
キ
こ
と
（
荘
子
二
十
八
讐

用
例
の
片
仮
名
は
原
本
の
マ
マ
、
平
仮
名
は
ヲ
コ
ト
点
、
（
　
）
内
は
補
読
で
あ
る
。
又
、
所
在
を
示
す
場
合
、
漢
数
字
は
巻
序
、
洋
数
字
は
行
数
を
示
す
。
以
下
同
じ
。

の
如
く
、
形
式
名
詞
「
コ
ト
・
モ
ノ
」
に
続
く
例
が
3
例
認
め
ら
れ
る
。
助
詞
樗
続
く
も
の
は
、
次
の
4
例
で
あ
る
。



体
言
＋
ノ
如
キ
ヲ
、
（
論
語
・
清
原
本
八
讐

体
言
＋
ノ
如
（
キ
）
ダ
モ
　
（
論
語
・
中
原
本
四
7
1
）

連
体
形
十
殊
君
キ
ヲ
（
論
語
・
中
原
本
四
竺

連
体
形
＋
ガ
若
キ
に
（
荘
子
二
十
七
7
7
．
）

以
上
の
形
態
と
一
致
す
る
も
の
は
、
今
昔
物
語
集
に
は
、
見
出
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
見
、
奇
異
な
現
象
と
も
見
ら
れ
よ
う
が
、
今
昔
物

語
集
に
於
い
て
は
、
「
カ
ク
ノ
如
キ
」
の
丁
キ
」
形
が
、
連
用
修
飾
に
立
つ
と
い
う
こ
と
と
、
或
い
は
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
カ
ク

ノ
如
キ
」
は
、
高
山
寺
本
（
以
下
、
こ
の
よ
う
に
略
称
す
る
）
で
は
、

カ
ク
（
若
・
是
）
ノ
如
キ
＋
体
言
（
論
許
・
清
原
本
七
6
㌢
＼
八
聖
申
原
本
八
塑
（
荘
子
三
十
三
竺

カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ
（
此
如
・
是
若
）
　
ハ
・
は
（
論
語
・
中
原
本
四
1
0
竺
（
荘
子
二
十
六
1
0
7
堕

の
9
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
も
亦
、
今
昔
物
語
集
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

次
に
掲
げ
る
「
如
キ
ナ
ル
」
．
以
下
の
い
ず
れ
も
亦
今
昔
物
語
集
に
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
注
目
に
債
す
る
。

〔
ゴ
ト
キ
ナ
ル
〕
　
（
3
例
）
＜
今
昔
ニ
ナ
シ
。
＞

カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ
（
此
若
）
ナ
ル
＋
体
言
（
論
語
・
清
原
本
八
望

カ
ダ
′
ゴ
ト
キ
（
此
若
）
ナ
ル
ヲ
（
論
語
・
清
原
本
八
空
中
原
本
八
5
9
但
、
是
は
補
読
蜘
）

〔
ゴ
ト
ク
ナ
ル
〕
　
（
1
例
）

カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
（
是
若
）
な
る
而
l
巳
ノ
ミ
…
（
荘
子
二
十
八
1
6
9
）
＜
今
昔
ニ
ナ
シ
。
＞

〔
ゴ
ト
ク
ス
ル
〕
　
（
2
例
）

連
体
形
＋
ガ
如
（
ク
）
す
る
＋
体
言
（
荘
子
二
十
七
6
0
）

∴
刀
ク
ノ
ゴ
ト
ク
（
是
如
）
　
ス
ル
＋
体
言
（
荘
子
三
十
4
）

高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
に
於
け
る
、
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法



鎌
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九
四

第
一
例
に
一
致
す
る
例
は
今
昔
に
な
く
、
「
如
ク
シ
テ
」
と
、
テ
に
続
く
連
用
形
が
5
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
（
準
二
、
五
、
六
、
十
、
二
十
四
）

又
、
第
二
例
に
一
致
す
る
例
も
皆
無
で
へ

．
カ
ク
ノ
如
ク
シ
テ
…
巻
一
4
例
、
巻
二
3
例
、
巻
三
1
例
、
巻
四
1
例
、
巻
五
6
例
、
巻
六
1
例
、
巻
七
1
例
、
巻
十
3
例
、
巻
十
九
5

例
、
巻
二
十
四
1
例

カ
ク
ノ
如
ク
シ
畢
テ
…
巻
四
1
例

の
形
態
の
も
の
の
み
で
あ
る
。

〔
ゴ
ト
ク
ニ
ス
ル
〕
　
（
2
例
）

連
体
形
＋
ガ
如
ク
ニ
（
ス
ル
）
＋
体
言
（
論
語
・
清
原
本
八
3
7
）

連
体
形
＋
ガ
如
（
ク
）
　
に
す
る
＋
体
言
（
論
語
・
申
原
本
八
3
7
）

第
一
例
は
補
読
例
で
あ
っ
て
確
例
と
は
な
し
難
い
。
今
昔
で
は
、
連
用
形
「
如
ク
ニ
シ
テ
」
が
1
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
（
巻
十
九
）

〔
ゴ
ト
ク
ン
ス
ル
〕
　
（
2
例
）

「
ゴ
ト
ク
ン
ス
ル
」
は
、
高
山
寺
本
の
中
に
あ
っ
て
も
、
特
異
な
事
例
で
あ
る
。
も
と
よ
り
今
昔
に
は
存
し
な
い
。

連
体
形
＋
如
ク
ン
す
る
＋
体
言
（
論
語
・
清
原
本
八
3
7
）

連
体
形
＋
如
ク
ム
ス
ル
＋
体
言
（
論
語
・
申
原
本
八
3
7
）

（5）

〔
ゴ
ト
ク
ア
ル
〕
　
（
4
例
）

こ
の
形
態
も
、
今
昔
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。

体
言
＋
ガ
若
ク
ア
ル
＋
体
言
（
荘
子
二
十
八
6
5
1
9
1
2
1
3
）

体
言
＋
ノ
若
ク
ア
ル
＋
体
言
（
荘
子
二
十
八
1
9
3
）

今
昔
に
は
、
「
ノ
如
ク
ア
リ
」
が
2
例
認
め
ら
れ
る
。
（
巻
十
九
）
高
山
寺
本
と
今
昔
と
の
ズ
レ
は
、
偶
然
の
こ
と
な
の
か
ど
う
な
打
か
。
尚
、



右
常
二
例
は
、
「
体
言
＋
ガ
如
ク
ア
ル
」
と
あ
っ
て
、
他
の
用
例
と
は
著
し
く
隔
る
用
法
を
見
せ
て
い
る
。
（
体
言
の
下
に
は
、
ノ
が
来
る
の
が
普
通
。
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節
（
第
三
節
）
で
触
れ
る
。

「
カ
ク
ノ
如
ク
ア
ル
」
（
荘
子
1
亭
八
聖
三
十
三
1
1
1
）
は
、
今
昔
に
も
5
例
認
め
ら
れ
る
。
（
警
一
1
例
、
巻
四
1
例
、
巻
十
3
例
）

次
に
、
連
用
形
の
用
法
に
つ
い
て
見
る
。
こ
れ
に
は
、

～
ノ
・
ガ
如
ク
　
　
　
～
ノ
如
ク
ニ

～
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
　
　
～
ノ
如
ク
ン
シ
テ

の
四
種
が
認
め
ら
れ
る
。
連
用
形
の
用
法
臥
中
心
が
連
用
修
飾
に
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
、
今
昔
物
語
集
で
も
同
様
で
あ

る
。〔

ゴ
ト
ク
〕
　
（
1
0
例
）

体
言
＋
ノ
如
ク
（
史
記
・
周
本
紀
1
3
8
1
3
8
墜

右
は
、
今
昔
に
も
多
数
認
め
ら
れ
る
。
「
如
シ
」
の
代
表
的
用
法
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

巻
一
1
2
例
　
巻
二
1
2
例
　
巻
三
1
8
例
　
巻
四
9
例
　
巻
五
1
3
例
　
巻
六
1
0
例
　
巻
七
1
3
例
　
巻
十
2
1
例
　
巻
十
九
2
0
例
　
巻
二
十
四
4
例

巻
二
十
九
2
例
（
前
半
部
へ
の
偏
在
分
布
で
あ
る
さ
ま
が
顕
著
で
あ
る
。
）

連
体
形
＋
ガ
如
－
若
ク
（
荘
子
三
十
三
1
4
9
1
4
9
）
（
今
昔
1
3
例
）

連
体
形
＋
ガ
如
・
若
ク
中
止
法
（
論
語
・
中
原
本
四
8
9
讐
（
今
昔
に
は
無
し
。
）

斯
ノ
ゴ
ト
ク
（
論
語
・
清
原
本
八
讐

斯
ノ
如
ク
而
巳
ノ
ミ
乎
カ
（
論
語
・
清
原
本
七
聖

是
の
如
（
ク
）
は
（
荘
子
二
十
六
竺

の
如
く
、
副
詞
法
や
助
詞
に
続
く
用
法
が
い
く
ら
か
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
も
、
今
昔
に
よ
く
通
じ
る
。

高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
に
於
け
る
、
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
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九
六

巻
一
7
鰍
　
巻
二
8
例
　
巻
三
1
7
例
　
巻
四
1
7
例
　
巻
．
五
1
2
例
　
巻
六
4
例
　
巻
七
5
例
　
巻
十
8
例
　
巻
十
九
4
例
　
巻
二
十
四
6
例

（
偏
在
分
布
で
あ
る
点
、
前
条
に
等
し
い
。
）

尚
、
「
如
ク
」
の
前
に
、
・
ノ
・
ガ
助
詞
を
持
た
ぬ
例
は
、
高
山
寺
本
に
は
皆
無
で
あ
る
が
、
今
昔
に
は
、
之
が
若
干
例
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

注
目
し
て
よ
い
。

（
今
昔
）
連
体
形
＋
如
ク
（
巻
三
2
例
）

〔
ゴ
ト
ク
：
〕
　
（
2
例
）

こ
の
語
法
は
、
高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
で
は
栄
え
て
い
な
い
。
就
中
、
論
語
計
四
巻
に
は
、
確
例
は
一
例
も
見
出
さ
れ
な
い
。
左
は
、
ヲ
コ
ト

点
の
「
に
」
が
あ
り
、
「
ゴ
ト
ク
ニ
」
と
訓
め
る
例
で
あ
る
。

体
言
＋
ノ
（
ゴ
ト
ク
）
　
に
　
（
史
記
・
殻
本
紀
5
1
）

（
今
昔
）
巻
一
2
例
　
巻
三
2
例
　
巻
四
6
例
　
巻
五
9
例
　
巻
六
2
例
　
巻
七
1
例
　
巻
十
2
例
　
巻
十
九
3
例
　
巻
二
十
四
1
例

計
2
8
例

カ
ク
ノ
如
（
ク
）
に
（
荘
子
二
十
一
望

（
今
昔
）
カ
ク
ノ
如
ク
ニ
テ
ハ
　
（
巻
十
1
例
）

今
昔
で
は
、
右
の
外
に
、

体
言
十
ガ
如
ク
ニ
（
巻
四
1
例
）

連
体
形
＋
ガ
如
ク
ニ
（
巻
一
1
例
　
巻
三
計
例
　
巻
六
3
例
　
巻
七
1
例
　
巻
十
1
例
　
巻
二
十
四
1
例
）

そ
の
他
の
「
如
ク
ニ
」
形
が
計
1
2
例

の
如
く
、
か
な
り
の
用
例
数
が
認
め
ら
れ
、
高
山
寺
本
、
就
中
、
論
語
と
の
大
き
な
隔
り
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。

〔
ゴ
ト
ク
ニ
シ
〕
　
（
4
例
）
　
〔
ゴ
ト
ク
ン
シ
．
テ
〕
（
3
例
）



体
言
＋
ノ
（
ゴ
ト
ク
）
に
シ
て
（
荘
子
三
十
三
1
5
8
璧

カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク
（
是
如
）
ニ
シ
テ
（
史
記
・
周
本
紀
聖

に

　

刊

前
者
は
、
今
昔
巻
三
・
二
十
四
に
各
1
例
ず
つ
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
例
が
存
し
な
い
。

体
言
＋
ノ
若
ク
ン
シ
テ
（
論
語
・
清
原
本
七
聖
清
原
本
八
讐

カ
ク
ノ
如
ク
ン
シ
テ
（
論
語
・
清
原
本
八
望

「
ニ
」
の
撥
音
化
し
た
「
ゴ
ト
ク
ン
シ
テ
」
は
、
今
昔
に
は
皆
無
で
あ
り
、
高
山
寺
本
内
部
に
あ
っ
て
も
、
清
原
本
に
の
み
見
ら
れ
る
特
異
形
態

（6）

で
あ
る
。
清
原
家
訓
法
の
一
特
色
を
担
う
も
の
と
し
て
差
支
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、
終
止
形
の
用
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
猶
詳
述
す
べ
き
諸
問
題
が
存
す
る
が
、
す
べ
て
別
稿
に
譲
り
、
今
は
略
述
す

る
に
と
ど
め
て
お
く
。

〔
ゴ
ト
シ
〕
（
5
2
例
）

体
言
＋
ノ
如
シ
（
論
語
・
清
原
本
八
2
2
2
2
、
中
原
本
四
2
9
3
0
6
7
7
1
）
（
史
記
・
周
本
紀
誓
（
荘
子
1
「
エ
バ
聖
二
十
七
聖
二
十
八
聖
三
十
三
1
7
6
1
7
6
1
7
6
塑

猶
ナ
ホ
（
シ
〉
…
体
言
＋
ノ
〔
猶
〕
シ
（
論
語
・
清
原
本
七
2
9
1
1
2
堅
清
原
本
八
4
6
㌢
中
原
本
四
2
3
5
7
聖
申
原
本
八
4
7
讐
（
荘
子
三
十
三
川
）

連
体
形
＋
ガ
如
・
若
・
猶
シ
（
論
語
・
清
原
本
七
聖
清
原
本
八
2
0
空
中
原
本
四
6
6
7
1
8
9
望
中
原
本
八
空
（
史
記
・
周
本
紀
3
8
8
3
8
9
）
（
荘
子
二
十
六

川
誓
二
十
七
7
9
1
0
2
聖
二
十
八
1
2
3
聖
三
十
甲
、
三
十
三
3
6
1
4
4
1
4
9
1
7
7
1
7
7
1
9
1
）

右
の
如
く
、
か
な
り
の
用
例
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
昔
に
も
、
同
様
に
、
多
数
の
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。

（今昔）

体
言
＋
ノ
如
シ
…
巻
一
1
3
例
　
巻
三
7
例
　
巻
四
7
例
　
巻
五
6
例
　
巻
七
1
5
例
　
巻
十
8
例
　
巻
十
九
1
例
　
巻
二
十
四
1
例
　
計
5
8
例

連
体
形
＋
ガ
如
シ
…
券
二
6
例
　
巻
三
6
例
　
巻
四
1
0
例
　
巻
五
4
例
　
巻
六
4
例
　
巻
七
6
例
　
巻
十
9
例
　
巻
十
九
2
例
　
巻
二
十
二

1
例
　
巻
二
十
四
1
例
　
計
4
9
例

高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
に
於
け
る
、
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
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九
八

今
昔
で
の
総
計
は
1
0
7
例
と
な
り
、
前
半
へ
の
偏
在
分
布
で
は
あ
る
が
、
使
用
叛
皮
は
か
な
り
の
も
の
と
言
え
よ
う
。
高
山
寺
本
と
今
昔
と
の
問
で

の
共
通
度
は
、
連
用
形
「
如
ク
」
の
場
合
に
も
ま
し
て
高
い
も
の
が
あ
る
。
因
み
に
、
今
昔
に
於
け
る
、
終
止
形
「
棟
な
り
」
は
、

体
言
十
の
様
な
り
…
巻
十
六
1
例
　
巻
十
九
1
例
　
巻
二
十
七
2
例

連
体
形
＋
棟
な
り
…
巻
十
六
1
例
　
巻
二
十
四
1
例
　
巻
二
十
六
3
例
　
巻
二
十
七
1
例
　
巻
二
十
八
l
例
　
巻
三
十
1
例
（
但
、
形
容
詞
連

体
形
＋
様
な
り
）
　
巻
三
十
一
1
例

終
止
形
＋
様
な
り
…
巻
十
九
1
例

の
計
1
4
例
で
、
「
如
シ
」
終
止
法
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
使
用
頻
度
が
低
い
。
「
類
同
・
例
示
」
の
表
現
法
に
於
け
る
終
止
法
と
非
終
止
法
と
の
間

に
も
、
一
種
の
文
体
差
が
存
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

立
カ
ク
ノ
若
シ
（
史
記
・
設
本
紀
6
0
）

之
カ
ク
ノ
如
シ
　
（
史
記
・
周
本
紀
3
7
9
）

是
（
ノ
）
如
（
シ
）
　
（
荘
子
二
十
六
6
8
）

此
の
如
シ
　
（
荘
子
三
十
三
8
3
）

慣
用
的
な
こ
の
「
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
」
が
、
高
山
寺
本
で
は
僅
か
に
4
例
（
論
語
に
は
皆
無
）
で
、
余
り
栄
え
て
い
な
い
。
尤
も
、
こ
れ
は
、
原
漢
文

と
の
相
関
で
と
ら
え
る
べ
き
問
題
で
も
あ
ろ
う
。
（
「
～
ゴ
ト
シ
」
は
決
し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
）

今
昔
の
状
況
は
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

カ
ク
ノ
如
シ
…
巻
一
5
例
　
巻
三
3
例
　
巻
四
4
例
　
巻
六
4
例
　
巻
七
2
例
　
巻
十
2
例
　
巻
十
九
1
例
　
巻
二
十
四
1
例

カ
ク
ノ
如
シ
ト
…
巻
一
1
例
　
巻
四
1
例

カ
ク
ノ
如
シ
ト
ナ
ム
…
巻
四
1
例
　
巻
十
九
1
例
　
　
以
上
総
計
2
6
例

尚
、
今
昔
に
は
、
「
連
体
形
＋
如
シ
」
（
格
助
詞
ガ
を
と
ら
な
い
）
が
3
例
あ
る
。
（
巻
五
・
六
・
十
）



〔
ゴ
ト
ク
ナ
リ
〕

猶
ナ
ホ
…
体
言
＋
ノ
〔
猶
〕
ク
（
ナ
リ
）
（
論
語
・
中
原
本
四
塑

猶
ナ
ホ
…
連
体
形
＋
ガ
〔
猶
〕
ク
（
ナ
リ
〓
論
語
・
中
原
本
八
竺

右
で
の
語
尾
「
ナ
リ
」
は
、
い
ず
れ
も
補
読
で
あ
る
が
、
「
ク
」
の
仮
名
が
有
っ
て
文
終
止
の
箇
所
で
あ
る
故
、
「
ゴ
ト
ク
ナ
リ
」
と
訓
む
こ
と
に

異
論
は
な
い
と
思
う
。
「
ゴ
ト
シ
」
が
、
高
山
寺
本
の
論
語
・
史
記
二
壮
子
の
各
巻
に
存
し
た
の
に
比
し
、
こ
の
「
ゴ
ト
ク
ナ
リ
」
が
、
ひ
と
り

申
原
本
に
偏
っ
て
い
る
の
は
、
注
目
し
て
よ
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

今
昔
の
状
況
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

体

言

＋

ノ

如

ク

ナ

リ

…

巻

言

例

巻

二

1

例

巻

三

7

例

巻

四

1

例

巻

五

1

例

聖

ハ

1

例

巻

七

1

例

巻

十

3

例

連
体
形
＋
ガ
如
ク
ナ
リ
…
巻
五
1
例

連
体
形
＋
如
ク
ナ
リ
…
巻
五
1
例

尚
、
今
昔
に
は
、
高
山
寺
本
に
は
存
し
な
い
、
「
如
キ
ナ
リ
」
が
㍊
例
、
「
如
シ
ナ
リ
」
が
9
例
存
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典

文
学
大
系
の
補
注
等
に
譲
り
、
こ
こ
に
は
再
説
し
な
い
。

〔
ゴ
ト
ク
ス
〕

連
体
形
＋
ガ
如
・
若
・
猶
ク
ス
（
論
語
・
中
原
本
四
m
m
m
、
中
原
本
八
1
。
這
）

〔
ゴ
ト
ク
ニ
ス
〕
〔
ゴ
ト
ク
ン
ス
〕

体
言
＋
ノ
如
ク
ニ
竺
史
記
．
周
本
紀
讐

連
体
形
＋
ガ
如
（
ク
）
に
ス
（
論
語
・
中
原
本
八
1
5
0
）

連
体
形
＋
ガ
如
ク
ン
ス
（
論
語
・
清
原
本
八
1
2
9
望

「
ゴ
ト
ク
ス
」
「
ゴ
ト
ク
ー
；
ご
は
、
論
語
の
中
原
本
に
の
み
見
え
、
「
ゴ
ト
ク
ン
ス
」
が
清
原
本
に
の
み
見
え
る
の
は
、
「
ゴ
ト
ク
ン
ス
ル
」
「
ゴ

高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
に
於
け
る
、
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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（7）

ト
ク
ン
シ
」
の
場
合
に
合
わ
せ
て
、
注
目
に
値
し
よ
う
。
（
但
、
「
如
。
ト
ク
ム
ス
ル
」
は
中
原
本
に
あ
っ
セ
。
た
だ
、
こ
れ
は
、
右
傍
仮
名
訓
で
あ
り
、
朱
の

ヲ
コ
ト
点
に
は
、
「
如
（
ク
）
噂
す
る
」
と
あ
る
の
が
注
意
せ
ら
れ
る
。
）

尚
、
今
昔
に
は
、
こ
の
形
態
の
も
の
は
不
存
で
あ
る
。

（8）

未
然
形
の
用
法
で
は
、
「
ゴ
ト
ケ
ム
」
　
の
古
語
法
が
注
目
せ
ら
れ
る
。

体
言
＋
（
ノ
）
如
。
ト
ケ
ム
　
（
論
語
・
清
原
本
七
4
7
）

形
容
詞
連
体
形
十
（
ガ
）
　
〔
之
〕
若
ケ
ム
ヤ
〔
也
〕
　
（
論
語
・
清
原
本
七
警

笛
二
例
｛
4
7
行
）
は
二
訓
併
記
の
最
右
訓
、
第
二
例
（
5
3
行
）
は
左
訓
で
、
共
に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
意
識
に
支
え
ら
れ
た
付
訓
な
の

で
あ
ろ
う
。
尚
、
今
昔
に
は
、
こ
れ
は
存
し
な
い
。

そ
の
他
の
未
然
形
用
法
と
し
て
、

形
容
詞
連
体
形
＋
ガ
若
。
ト
ク
ア
ラ
ム
ヤ
（
論
語
・
清
原
本
七
讐

連
体
形
＋
ガ
若
（
ク
ア
ラ
）
ク
耳
（
荘
子
二
十
七
竺

（
今
昔
で
は
、
「
連
体
形
＋
ガ
如
ク
ナ
ム
有
ツ
ル
」
巻
二
十
四
の
類
似
形
が
1
例
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
）

連
体
形
＋
ガ
如
。
ト
キ
ニ
ア
ラ
不
ス
　
（
論
語
・
清
原
本
八
9
）

今
昔
で
は
、
こ
の
形
態
は
認
め
ら
れ
な
い
。
「
ゴ
ト
ク
ナ
ラ
」
は
、

体
言
＋
ノ
如
（
ク
）
　
ナ
ラ
は
（
荘
子
三
十
三
讐

体
言
＋
ノ
如
（
ク
）
　
ナ
ラ
令
（
メ
ム
ト
）
欲
す
（
荘
子
三
十
三
1
5
5
）

連
体
形
＋
ガ
如
（
ク
）
　
ナ
ラ
不
（
論
語
・
申
原
本
8
）

猶
…
連
体
形
＋
（
ガ
）
　
〔
猶
〕
　
（
ク
ナ
ラ
）
不
平
（
荘
子
二
十
八
讐

最
後
の
例
は
、
「
ナ
ラ
」
が
補
読
で
あ
る
故
省
く
と
し
て
、
第
一
例
（
荘
子
三
十
三
聖
に
合
致
す
る
も
の
は
、
今
昔
に
唯
1
例
存
す
る
。
（
巻
四
）



単
に
未
然
形
「
如
ク
ナ
ラ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
他
に
7
例
が
見
出
さ
れ
る
。
左
に
そ
れ
ら
を
掲
げ
る
。

体
言
＋
ノ
如
ク
ナ
ラ
ム
…
巻
一
3
例

体
言
＋
ノ
如
ク
ナ
ラ
ム
ト
…
巻
二
・
四
に
各
1
例

体
言
＋
ガ
如
ク
ナ
ラ
ム
…
巻
一
1
例

カ
ク
ノ
如
ク
ナ
ラ
ム
…
巻
四
1
例

い
ず
れ
も
「
ム
」
に
続
く
形
で
、
「
シ
ム
」
に
続
く
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
今
昔
に
は
、
「
シ
カ
ノ
如
シ
ナ
ラ
ム
」
と
い
う
特
異
形
が
1
例
認
め
ら

れ
る
。
（
巻
十
）

「
ゴ
ト
ク
ニ
ス
」
の
未
然
形
「
ゴ
ト
ク
ニ
セ
」
は
、

体
言
＋
ノ
如
（
ク
ニ
セ
）
〔
使
シ
〕
ム
（
史
記
・
周
本
紀
讐

の
l
例
の
み
で
あ
る
。
但
、
「
ク
ニ
セ
」
は
補
読
で
あ
る
。
（
今
昔
に
は
不
存
で
あ
る
。
）

（9）

「
ゴ
ト
キ
ナ
リ
」
の
連
用
形
「
ゴ
ト
キ
ニ
」
の
一
特
定
用
法
と
せ
ら
れ
る
「
ゴ
ト
キ
ン
バ
」
が
4
例
存
す
る
。
い
ず
れ
も
、
論
語
清
原
本
に
見

出
さ
れ
る
点
が
注
目
に
値
す
る
。
（
「
ゴ
ト
ク
ン
ス
ル
」
「
ゴ
ト
ク
ン
シ
」
等
の
訓
と
軌
を
註
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
）

体
言
＋
（
ノ
）
若
。
ト
キ
ン
ハ
　
（
七
警

是
カ
ク
ノ
如
。
ト
キ
ン
ハ
　
（
七
5
8
5
9
聖

第
一
例
は
左
訓
で
左
右
二
つ
の
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
、
今
は
未
詳
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
第
二
の
3
例
は
、
清
家
の

訓
法
の
特
色
を
示
す
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
と
よ
り
、
こ
の
形
態
は
、
今
昔
に
は
不
存
で
あ
る
。

命
令
形
の
用
法
と
し
て
、
「
ゴ
ト
ク
ア
リ
」
の
命
令
形
が
1
例
認
め
ら
れ
た
。

体
言
＋
ノ
如
ク
ア
レ
（
史
記
・
周
本
紀
讐

（10）

右
の
「
ゴ
ト
ク
ア
レ
」
は
、
極
稀
な
、
珍
重
す
べ
き
例
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
と
よ
り
、
今
昔
に
も
見
出
せ
な
い
。

高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
に
於
け
る
、
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
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高
山
寺
本
に
は
、
巳
然
形
の
用
法
は
、
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
今
昔
で
は
、

体
言
＋
ノ
如
ク
ナ
レ
ド
モ
…
巻
四
1
例

が
存
し
た
。
「
様
な
れ
ど
も
」
は
、

巻
四
2
例
　
巻
十
1
例
　
巻
二
十
1
例
　
巻
二
十
六
1
例
　
巻
二
十
八
2
例
　
巻
二
十
九
2
例
　
巻
三
十
1
例

と
、
計
1
0
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

以
上
、
「
如
シ
」
　
及
び
そ
れ
の
類
似
形
態
に
開
し
、
高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
の
状
況
を
今
昔
物
語
集
の
諸
形
態
・
諸
用
法
に
比
照
し
っ
つ
概
観

し
た
。
そ
の
結
果
、

川
　
論
語
に
於
け
る
、
清
原
訓
と
中
原
訓
と
の
異
同

倒
　
史
記
に
於
け
る
、
殻
本
紀
の
訓
と
周
本
紀
の
訓
と
の
差
違

伺
　
荘
子
各
巻
内
で
の
差
違

等
に
つ
い
て
も
、
或
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
う
。

尚
、
高
山
寺
本
に
「
棟
な
り
」
が
一
例
も
存
し
な
い
こ
と
は
、
改
め
て
説
く
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

三
　
「
顛
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
に
関
わ
る
、
格
助
詞
ノ
・
ガ
の
待
遇
機
能

通
常
、
「
如
シ
」
「
如
ク
ナ
リ
」
等
に
格
助
詞
が
下
接
す
る
場
合
、
ノ
は
体
言
を
承
け
て
「
ノ
如
シ
」
と
な
り
、
ガ
は
連
体
形
を
承
け
て
「
ガ
如

シ
」
と
な
る
。
（
今
昔
物
語
集
で
は
、
ノ
も
ガ
も
承
け
な
い
で
、
直
接
「
如
シ
」
等
に
続
く
場
合
の
い
く
ら
か
存
す
る
こ
と
は
、
前
節
で
指
摘
し
た
。
）

と
こ
ろ
が
、
高
山
寺
本
古
訓
点
資
料
の
う
ち
、
荘
子
に
、
左
の
如
き
例
が
あ
る
。

①
体
言
＋
ガ
若
き
〔
者
（
モ
）
の
に
は
〕
　
（
二
十
七
聖
二
十
八
空

②
体
言
＋
ガ
若
（
ク
）
あ
る
〔
者
（
モ
）
の
は
〕
　
（
二
十
八
6
5
1
9
1
4
1
3
）



巻
に
よ
る
偏
り
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
（
5
例
）
片
仮
名
表
記
の
確
例
で
、
「
体
言
＋
ガ
如
～
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
、
一
見
、
例
外
と
も
見
ら
れ
る

用
例
に
共
通
す
る
の
は
、
ガ
の
承
け
る
体
言
が
、
す
べ
て
人
物
で
あ
る
点
に
あ
る
。
そ
れ
ら
の
人
物
は
、
①
が
、
「
参
」
「
王
子
捜
」
で
あ
り
、
②

が
「
顔
閏
」
「
下
随
・
務
光
」
「
伯
夷
・
叔
斉
」
の
5
組
7
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
近
時
発
表
せ
ら
れ
た
、
近
藤
泰
弘
氏
の
御
論

（11）

文
で
あ
る
。
氏
は
、
高
山
寺
蔵
の
史
記
設
本
紀
・
周
本
紀
を
中
心
と
し
、
更
に
、

A
　
毛
利
家
蔵
呂
后
本
紀
延
久
五
年
点

B
　
東
北
大
学
蔵
孝
文
本
紀
延
久
五
年
点

C
　
東
洋
文
庫
蔵
秦
本
紀
天
養
二
年
点

D
　
東
洋
文
庫
蔵
夏
本
紀
鎌
倉
初
期
点

E
　
書
陵
部
蔵
群
書
治
要
巻
十
三
建
治
二
年
点

の
訓
点
資
料
5
点
に
つ
い
て
精
査
せ
ら
れ
、
高
山
寺
本
史
記
を
初
め
、
A
～
E
に
、
ノ
・
ガ
に
待
遇
機
能
差
の
存
す
る
こ
と
を
証
せ
ら
れ
た
。
私

見
に
よ
れ
ば
、
高
山
寺
本
論
語
に
も
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
右
の
、
荘
子
巻
二
十
七
・
二
十
八
に
認
め
ら
れ
る
、
承
接
上
の
例
外
が
、
待
遇
表

現
法
上
の
ノ
・
ガ
の
機
能
差
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
蓋
然
性
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
。

尚
、
今
昔
物
語
集
に
も
、
同
趣
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。

④
体
言
＋
ガ
如
ク
…
巻
一
・
巻
七
に
各
1
例

⑤
体
言
＋
ガ
如
ク
ニ
…
巻
四
1
例

⑥
体
言
＋
ガ
如
ク
ナ
ラ
ム
…
巻
一
1
例

の
4
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
上
接
体
言
は
、
㊥
⑤
の
計
3
例
が
「
我
が
」
、
㊤
が
「
扇
提
羅
ガ
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ガ
も
、
恐
ら
く
は
、
謙
憩

（
も
し
く
は
卑
態
）
と
し
て
の
、
下
位
者
待
遇
表
現
に
係
る
も
の
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

以
上
の
、
高
山
寺
本
荘
子
や
今
昔
物
語
集
で
の
ガ
の
違
例
が
、
待
遇
表
現
法
に
係
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
先
に
触
れ
た
近
藤
氏
の
論
考
を
も
踏

高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
に
於
け
る
、
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法



鎌
　
倉
　
時
．
代
　
語
　
研
　
究

ま
え
て
、
次
の
点
が
注
目
す
べ
き
事
項
と
な
ろ
う
。

川
　
「
体
言
＋
ノ
如
～
」
「
連
体
形
＋
ガ
如
～
」
の
語
法
よ
り
も
、
待
遇
表
現
法
に
係
る
ノ
・
ガ
の
機
能
表
示
が
優
先
す
る
。

イ

ハ

　

　

　

／

タ

ウ

初
　
待
遇
機
能
差
を
表
示
す
る
ノ
・
ガ
は
、
「
日
ク
」
．
「
日
バ
ク
」
に
続
く
場
合
と
、
「
如
～
」
　
に
続
く
場
合
と
で
、
機
能
差
が
存
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
（
こ
れ
は
、
加
点
者
の
意
識
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
）

四
　
お
わ
り
に
　
（
特
に
、
前
精
と
の
関
連
に
つ
い
て
）

（12）
前
稿
で
取
上
げ
た
五
文
献
は
、
左
の
如
ぐ
で
あ
る
。

1
　
法
隆
寺
蔵
法
華
首
座
聞
書
抄
院
政
期
書
写
本

2
　
中
山
法
華
経
寺
蔵
三
教
指
帰
注
院
政
末
期
頃
書
写
本

3
　
高
山
寺
蔵
光
言
句
義
釈
聴
集
記
正
安
元
年
校
本

4
　
高
山
寺
蔵
古
往
来
院
政
末
期
書
写
本

5
　
梅
沢
彦
太
郎
氏
蔵
古
本
説
話
集
鎌
倉
中
期
頃
書
写
本

右
で
の
、
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
の
状
況
（
前
稿
）
と
、
本
稿
で
の
主
題
、
高
山
寺
本
古
訓
点
資
料
の
状
況
と
を
、
併
せ
見
つ
つ
、
且
、

今
昔
物
語
集
の
用
法
に
も
比
照
し
っ
つ
、
以
下
、
略
述
に
努
め
る
。

川
　
「
様
な
り
」
は
、
『
古
往
来
』
を
除
く
、
他
四
文
献
に
認
め
ら
れ
た
。
こ
こ
に
、
『
古
往
来
』
　
と
高
山
寺
本
古
訓
点
資
料
と
の
近
似
性
が
認

め
ら
れ
る
と
共
に
、
他
四
文
献
と
の
隔
た
り
が
、
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。

切
　
前
稿
で
取
扱
っ
た
五
文
献
で
の
「
～
如
～
」
の
状
況
を
要
約
す
れ
ば
、
凡
そ
、
左
の
如
く
で
あ
る
。

①
法
華
首
座
聞
書
抄

「
如
此
（
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
）
」
（
ウ
5
）
1
例
の
み
。
他
は
す
べ
て
「
様
な
り
」
。



②
三
教
拇
帰
注

連
体
形
の
用
法
で
は
、
「
如
（
キ
ノ
）
是
ノ
」
（
B
ウ
8
）
「
如
（
キ
）
是
（
ノ
）
」
（
6
オ
6
）
の
2
例
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
補
読
例
で
あ

っ
て
、
確
例
と
は
な
し
難
い
。

連
用
形
の
用
法
で
は
、
「
如
ク
此
（
ノ
）
」
（
慧
7
）
「
如
（
ク
）
是
（
ノ
）
」
（
9
オ
8
・
封
オ
1
）
の
3
例
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
、
儲
二

例
の
み
が
確
例
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
高
山
寺
本
に
も
、
今
昔
に
も
見
ら
れ
た
形
態
で
あ
る
。

終
止
形
の
「
如
（
シ
）
是
（
ノ
）
」
（
慧
2
・
鶉
オ
3
）
の
2
例
は
、
い
ず
れ
も
補
読
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
考
察
の
対
象
外
と
な
る
。

③
光
言
句
義
釈
聴
集
記

連
体
形
の
用
法
と
し
て
は
、
「
連
体
形
＋
ガ
如
キ
ハ
」
（
上
獅
）
「
如
（
キ
）
此
ノ
」
（
上
堕
が
あ
る
。
高
山
寺
本
・
今
昔
共
に
右
の
形
態

は
存
し
な
い
。
（
右
の
讐
例
の
「
如
（
キ
）
」
は
「
如
キ
ノ
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
今
昔
に
も
、
か
な
り
の
用
例
数
寛
出
し
得
る
。
）

丁
如
キ
ノ
」
は
、
高
山
寺
本
に
は
存
し
な
い
が
、
本
資
料
に
は
、
「
体
言
＋
ノ
如
キ
ノ
」
（
上
聖
（
今
昔
で
は
巷
四
に
1
例
）
「
カ
ク
ノ
如

キ
ノ
」
（
上
錮
甜
鵡
下
Ⅲ
－
以
上
確
例
、
上
竿
水
雲
1
以
上
不
確
例
）
及
び
「
カ
ノ
如
キ
ノ
」
（
上
聖
（
今
昔
で
は
、
「
カ
ク
ノ
如
キ
ノ
」
宗
）

が
存
す
る
。
丁
如
キ
ナ
ル
」
は
不
存
で
あ
る
。

「
如
ク
ナ
ル
」
は
、
「
連
体
形
＋
ガ
如
ク
ナ
ル
」
が
1
例
存
す
る
。
（
上
聖
こ
れ
は
、
高
山
寺
本
不
存
。
（
今
昔
は
、
巻
六
1
例
）

「
カ
ク
ノ
如
ク
ナ
ル
」
は
、
2
例
存
す
る
。
（
上
m
m
＝
南
山
寺
本
で
は
、
荘
子
に
1
例
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
（
二
十
八
聖
（
今
昔
に

は
不
存
。
）

連
用
形
の
用
法
の
う
ち
、
「
如
ク
」
に
つ
い
て
は
、
「
連
体
形
＋
ガ
如
ク
」
が
1
例
（
↑
永
空
存
す
る
。
こ
れ
は
、
高
山
寺
本
に
は
不
存

で
あ
る
。
（
今
昔
に
は
、
計
1
3
例
存
す
る
。
）

「
カ
ク
ノ
如
ク
」
は
、
高
山
寺
本
や
今
昔
と
同
様
、
使
用
頻
度
が
高
い
。

「
如
ク
ニ
」
は
、
「
体
言
ナ
ン
ド
＋
ノ
如
ク
ニ
」
（
上
讐
「
連
体
形
＋
ガ
如
ク
ニ
ハ
」
（
上
目
）
の
2
例
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
。
高
山
寺

高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
に
於
け
る
二
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

本
も
亦
同
様
で
あ
る
。
（
史
記
・
殻
本
紀
に
1
例
存
す
る
の
み
。
そ
の
他
の
類
似
形
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
参
照
。
〓
今
昔
に
は
2
8
例
存
す
る
。
）

終
止
形
で
は
、
「
ノ
如
シ
」
5
例
、
「
ガ
如
シ
」
1
8
例
、
「
カ
ク
ノ
如
シ
」
4
例
で
あ
る
。
（
高
山
寺
本
・
今
昔
共
に
、
例
は
多
い
。
）

そ
の
他
、
未
然
形
が
2
例
、
巳
然
形
が
1
例
存
す
る
。

前
稿
で
も
触
れ
た
如
く
、
本
資
料
で
は
、
「
如
シ
」
と
共
に
「
棟
な
り
」
も
、
多
数
用
い
ら
れ
て
い
る
点
は
、
訓
点
資
料
と
大
き
く
隔

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

④
高
山
寺
本
古
往
来

連
体
形
は
、
「
カ
ク
ノ
如
キ
ノ
」
が
大
多
数
を
占
め
る
。
（
1
7
5
1
9
1
1
0
1
1
1
0
1
1
3
1
1
4
1
3
0
1
4
6
1
6
1
1
9
0
1
9
7
2
6
1
2
7
3
3
9
1
4
1
4
）
「
シ
カ
ノ
如
ク
（
ノ
）
」
（
聖
も
あ

る
。
（
但
、
「
ノ
」
は
補
読
。
）
他
に
、
「
連
体
形
＋
ガ
如
（
キ
）
　
ハ
」
（
5
8
聖
も
あ
る
。

連
用
形
に
は
、
「
連
体
形
＋
ガ
如
（
ク
）
ニ
」
が
1
例
存
す
る
。
（
讐

「
カ
ク
ノ
如
キ
ノ
」
は
高
山
寺
本
に
皆
無
で
あ
り
（
今
昔
に
は
多
い
。
）
、
連
用
形
「
如
ク
」
も
稀
で
あ
る
。
（
今
昔
に
は
か
な
り
存
す
る
。
）

終
止
形
「
如
シ
」
は
、
高
山
寺
本
、
今
昔
と
同
様
、
よ
く
栄
え
て
い
る
。

本
資
料
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
「
如
キ
ン
バ
」
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
讐
僅
か
1
例
で
は
あ
る
が
、
貴
重
な
例
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
（
高
山
寺
本
・
今
昔
に
は
不
存
）

⑤
古
本
説
話
集

「
か
く
の
ご
と
く
」
が
唯
一
例
で
あ
る
。
（
山
内
洋
二
即
氏
編
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
2
6
9
頁
3
行
）
本
資
料
で
の
「
類
同
・
例
示
」
の
表
現

法
は
、
専
ら
「
様
な
り
」
が
担
っ
て
い
る
。

以
上
、
柳
か
疎
略
な
叙
述
に
走
っ
た
嫌
い
は
あ
る
が
、
高
山
寺
本
古
訓
点
資
料
に
於
け
る
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
を
、
今
昔
物
語
集
や

前
稿
で
取
扱
っ
た
五
文
献
と
比
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
山
寺
本
の
表
現
法
の
特
色
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
日
本
語
表
現
法
体
系
の
一
部

を
占
め
る
「
類
同
・
例
示
」
の
表
現
法
も
、
決
し
て
単
純
一
様
で
な
い
こ
と
は
、
右
で
幾
ら
か
明
ら
か
に
し
得
た
と
田
号
。



（2）（3）（4）（5）

堀
田
要
治
「
如
シ
と
様
ナ
リ
と
か
ら
見
た
今
昔
物
語
集
の
文
章
」
（
国
語
と
国
文
学
　
1
8
ノ
1
0
　
昭
和
1
6
年
1
0
月
）

石
垣
謙
二
「
語
法
よ
り
観
た
る
今
昔
物
語
集
－
『
が
』
『
の
』
の
用
法
二
三
に
つ
い
て
」
（
国
語
と
国
文
学
　
1
8
ノ
1
0
　
昭
和
1
6
年
1
0
月
）
　
そ
の
他
。

近
く
は
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
所
収
の
『
今
昔
物
語
集
』
一
～
五
に
詳
し
い
補
注
・
解
説
が
あ
る
。

拙
稿
「
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
『
類
同
・
例
示
』
等
の
表
現
法
『
如
し
』
と
『
や
う
な
り
』
に
つ
い
て
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
四
　
昭
和
5
6
年
5
月
）

論
語
・
史
記
に
つ
い
て
は
、
『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
一
』
　
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
八
冊
　
昭
和
5
5
年
2
月
　
東
京
大
学
出
版
会
）
、
荘
子
に
つ
い
て
は
、

小
林
芳
規
先
生
の
「
高
山
寺
蔵
本
荘
子
古
点
に
つ
い
て
」
（
池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集
　
昭
和
5
5
年
9
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
の
多
彩
さ
は
、
先
掲
城
田
要
治
氏
の
御
論
文
や
日
本
古
典
文
学
大
系
の
詳
細
な
注
に
よ
っ
て
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
私
自
身
も
、
独
自
に
調
査
を
行

っ
て
、
そ
の
様
相
を
把
擾
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

築
島
裕
『
平
安
時
代
語
新
論
』
（
昭
和
4
4
年
6
月
　
東
京
大
学
出
版
会
　
4
9
1
頁
）
平
安
初
期
訓
点
資
料
に
も
、
「
体
言
＋
ノ
如
ク
ア
ル
」
　
（
地
蔵
十
輪
経
元

陶
七
年
点
）
、
（
立
本
尊
本
法
華
経
巻
第
一
明
詮
点
）
の
如
く
、
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。
（
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
、
大
坪
併

給
「
訓
点
語
に
お
け
る
『
如
し
』
の
用
法
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
二
十
八
輯
）

小
林
芳
規
晶
鮎
糎
綿
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
（
昭
和
成
年
3
月
初
版
昭
和
5
5
年
9
月
第
2
冊
東
京
大
学
出
版
会
）
他

同
右
往
3
雷

春
日
政
治
『
課
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
（
昭
和
1
7
年
9
月
財
団
法
人
斯
道
文
庫
昭
和
4
4
年
9
月
勉
誠
杜
）

注
3
書
　
小
林
芳
規
「
文
法
史
L
　
古
代
の
文
法
Ⅱ
」
（
講
座
国
語
史
　
昭
和
5
7
年
1
2
月
　
大
修
館
書
店
）

（
9
）
　
『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
芳
一
』
（
高
山
寺
資
料
叢
書
欝
九
冊
　
昭
和
5
5
年
2
月
　
東
京
大
学
出
版
会
）
本
文
篇
補
註
1
1
5
頁
（
小
林
芳
規
先
生
執
筆
）

（
1
0
）
　
先
掲
（
注
5
）
小
林
先
生
の
「
古
代
の
文
法
Ⅱ
」
に
も
、
命
令
形
に
つ
い
て
は
、
指
摘
が
な
い
。
（
3
3
2
頁
の
表
を
参
照
。
）

（
1
1
）
　
「
高
山
寺
蔵
史
記
　
殻
本
紀
・
周
本
紀
の
訓
点
に
お
け
る
『
の
』
『
が
』
の
用
法
」
　
（
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
一
高
山
寺
資
料
叢
書
第
九
冊
　
昭
和
5
5
年

2
月
　
東
京
大
学
出
版
会
）

（
1
2
）
　
拙
稿
「
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
『
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法
『
如
し
』
と
『
や
う
な
り
』
に
つ
い
て
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
四
　
昭
和
5
6
年
5
月
）

〔
付
記
〕
　
本
稿
の
基
礎
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
鎌
倉
時
代
語
研
究
大
会
で
の
口
頭
発
表
に
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
を
初
め
、
会
員
諸
氏
か
ら
有
益
な
卸
教

示
を
賜
っ
た
。
又
、
本
稿
を
成
す
に
際
し
、
小
林
先
生
よ
り
、
種
々
御
指
導
を
賜
っ
た
。
銘
記
し
て
深
謝
致
す
次
第
で
あ
る
。

高
山
寺
蔵
古
訓
点
資
料
に
於
け
る
、
「
類
同
・
例
示
」
等
の
表
現
法




